
民
世
紀
撲
で
部
-
C
幼
年
。

T
9
9
0却
時
代
は
「
両
国
際
訪
災
の
何
年
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ム
つ
年
も

半
年
が
選
管
出
品
し
た
ガ
、
こ
の
鶴
、
閣
外
で
は
、
パ
ン
ゲ
ラ
デ
訟
ユ
の
サ
イ
フ
ロ
ン
災
害
や
令
官
認

識
穴
と
各
れ
る
ピ
ナ
ト
ゥ
ボ
火
山
ω
(
フ
ィ
リ
ピ
ン
〉
の
大
崎
火
。
富
市
内
で
は
、
撃
部
・
藷
縄
惜
の
火

斡
流
災
害
と
、
定
て
続
け
は
臨
熱
災
害
の
恐
ろ
し
さ
を
、
テ
レ
ビ
な
ど
を
漉
し
て
自
の
一
指
定
む
に
見

て
き
ま
し
だ
。
そ
し
て
、
想
定
さ
れ
る
端
湖
東
直
下
型
態
盤
や
利
根
川
・
手
議
沼
の
水
害
、
地
域
な

お
け
る
都
市
型
災
害
な
ど
も
鰭
般
を
怒
れ
広
い
島
近
松
間
態
で
す
。
そ
こ
で
、
こ
の
「
鴎
際
防
災
の

叩
年
L

を
契
機
巳
、
山
判
官
樹
立
対
し
て
安
全
な
ぎ
ち
づ
く
り
を
ご
家
族
で
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

川
市
民
生
活
課
坊
災
係
刊

ねたくしたちは、問後111と手認沼にかと言まれ忽然とI::5l'!1こは
ぐくまれたき主E菓子の市民主?す。
わたくしたちは、国圏殺事q:lZf乙顎li'告をめZざすT官民とレての絞

りをもさ玉、時培臼へのi~い宅をこめて、ここに市民主霊童謡を定めます。
7)くと線と1ニのにおいがいっぱいの 住み~いあとFごにします
Jむと体ををたえ さEき笠をどと働怨 伸びψく混とFここにします
殺人を大切にじ
ふるさとを愛し
みんなで怒しおい

s訟寓島
崎譲t

b 

盟
思民市

鴎
窃

h
u
 

地

窃

域

訪

災

も

通
健
衛
星
の
時
代
へ

「
天
災
は
い
品
れ
ら
れ
た
る
頃
米
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
寸
が
、
こ

る
」
、
よ
く
知
ら
れ
た
こ
の
様
勾
の
卒
業
は
全
訟
で
も
卜
ッ
ブ
レ
ベ

ん
の
も
の

著
名
な
物
理
学
殺
で
み
め
っ
た

寺
因
究
彦
が
、
大
正
日
年
の
箆
京

大
…
寝
袋
は
時
制
し
た
言
葉
で
す
。

大
路
災
か
ら
均
年
近
く
、
防
災

対
策
も
格
段
に
滋
歩
し
、
い
ま
で

は
通
信
締
法
公
邸
依
す
る
持
代
と

な
っ
て
い

震

1991年(平成3年〉

議孫子市役罰金聾財政部広報窓欝諜
9'270-11重量議苧慾我孫子185自 官0471(85)1111
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番語

No.Bl 

9月2日(月)午前日時から

布佐南小学校で

防
災
情
報

の
高
度
化
、
日
常

地
域
に
か
か
わ
る
よ
り
泣
か
な
情

報
の
提
供
令
ど
を
総
合
化
す
る
滋

ス
テ
ム
を
盤
的
加
す
る
も
の
で

現

在

、

の

地

上

系

通

信
回
紘
一
無
線
お
よ
び
有
線
)
は
加

え
、
路
内
部
市
釘
村
へ
地
的
部
州
議

を
中
継
し
た
術
展
一
系
槌
締
を
新
設

調
麟

分間バ
1
日
は
「
訪
災
の
門
グ

市
で
は
、

9
月
2
m
{同
バ
)
布
佐

南
小
学
校
で
総
合
防
災
談
線
が

市
、
消
防
、
特
採
は
じ
め
向
同
協
会
な

ど
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
訓
糾
は
、
議
附
拘
束
地
域
に

マ
グ
ニ
チ
品
811
ド
7
・
9
の
大
地

腐
が
発
生
、
市
内
で
も
混
成
6
を

詑
錦
、
こ
れ
に
伴
い
市
内
各
所
で

家
屋
の
倒
壊
、
溜
脱
却
の
損
壊
、
火
災

が
発
生
し
、
多
数
の
魚
寝
者
が
出

た
。
ま
た
、
道
路
、
水
灘
、
電
舗
な

ど
の
公
共
総
設
も
被
謬
を
受
け
た

し
、
よ
り
お
法
な
組
織
鴻
偲
機
誌

を
も
っ
防
災
行
政
務
総
シ
ス
テ
ム

ら守子
3 攻
手p兵
三主主
照子11
併iiで
::11:;. tま
業本
をオ空会
今的
jいな
度防
か災

こ
の
卒
業
が
完
る
と
、

市
役
所
か
ら
い
山
内
全
域
へ
共
通
の

情
報
が
…
河
川
い
…
似
、
え
ら
れ
、
災
総

時
め
緊
急
仙
川
波
の
伝
法
や
お
川
市
の

行
政
情
報
の
泌
絡
・
純
供
な
ど
、
幅

広
い
活
用
が
期
待
さ
れ
て
い

と
恕
定
。
こ
れ
ら
の
対
策
活
動
を

訓
練
し
ま
す
付

v
a時
Q

ザバ
2
日
(
月
)
午
前
日

時
か
ら
日
時
お
分

wv
場
所
布
依
潟
小
学
校

V
制
訓
練
内
容
災
害
笥
報
の
一
阪

城
、
災
拠
出
対
策
本
部
の
絞
殺
、
市
民

の
誘
導
と
避
難
、
消
火
、
数
助
、
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
〈
道
路
、
が
ス
、
寝
顔

等
〉
の
桜
川
な
ど
で
、
今
年
は
訓
練

ぷ
逃
迷
さ
を
求
め
て
い
ま
す
。

結
災
の
日
は
、
災
常
一
回
発
生
の
時

ま
ず
伺
や
す
れ
ば
良
い
の
か
、
も

う
…
皮
考
え
て
い
た
だ
く
日
で
も

あ
り
ま
す
。
と
は
か
く
、
洛
ち
着

い
た
行
動
が
大
切
で
す
。

防
災
訓
訓
練
め
た

|ふるさと子紫情報ネットワークと

l 子容鶴災守政無線システムの概略国

、木「議外子烏J

蔀

9
時
日
市
内
一
芳
、
叩
時
に

は
会
場
で
サ
イ
レ
ン
、
枇
前
錦
を

鳴
ら
し
ま
す
の
で
、
お
ま
ち
が

え
の
な
い
よ
う
に
ご
並
立
く
だ

さ
い
。
V
問
い
合
わ
せ

防
災
係

市町村局

自主防災組織づくり

!之助成します
市民生活諜訪災係

fi(85) 1 1 1 1 
併問い合わせ

地
採
な
ど
の
災
害
が
発
生
し

持
、
大
切
な
生
命
や
貯
蔵
を

山
す
る
た
め
に
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
と
市
や
消
仲
間
、
山
小
袖
山
政
な
ど
防

災
関
係
機
関
が
一
致
協
力
し
て

務
災
活
動
を
す
る
必
惑
が
あ
り

ま
す
。

防災組織の講成例

を単位とした場合)

岳

(自

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を

市

鴎

参

加

で

市
内
で
大
き
な
災
怒
が
諮
こ
る
が
、
ぷ
d
m以
諮
問
迎
の
水
害

i
水
と

こ
と
を
想
定
し
て
み
る
と
、
ま
ず
人
と
の
た
た
か
い

4
0
0
年
同
(
市

考
え
ら
れ
る
の
が
地
謀
、
そ
し
て
史
波
書
)
な
ど
で
地
苅
の
水
窓
口
の

経
史
安
み
み
と
、
論
断
は
禁
物
で

災
害
を
m
h
少
限
に
と
ど
め
る
に

は
、
災
復
心
対
す
る
知
識
を
深
め

る
と
と
も
に
、
日
頃
か
ら
の
地
中
儲

と
心
構
え
が
大
切
で
す
。

地
震
災
容
で
は
、
大
規
模
地
混

被
答
め
一
部
恕
や
昭
和
む
何
十
円
M

月
の

地
形
、
地
質
な
ど
そ
基
礎
に
多
角

的
な
調
査
ゆ
だ
進
め
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
水
答
の
危
険
性
は
低
年
、

か
な
り
解
消
さ
れ
て
き
ま
し
た

市
で
は
、

の
予
坊
や
応
慾
対
鍛
な
ど
に
つ
い

て
の
「
税
務
子
治
地
域
防
災
計
部
い

が
都
年
策
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
針
磁
を
さ
ら
に

充
実
容
せ
、
急
め
の
織
か
い
総
合

的
な
柏
崎
滅
館
災
計
繭
を
、
市
民
参

加
方
式
で
つ
く
り
上
げ
て
い
く
こ

と
が
長
期
計
一
践
で
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
市
内
で
は

抑
制
治
会
な
ど
を
母
体
と
し
た
筒

、
主
防
災
組
織
(
窓
臨
参
熊
)
づ
く

り
が
進
め
ら
れ
、
す
で
に
お
間

体
が
結
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
出
回
、
車
問
災
総
織
充

実
の
た
め
防
災
鴻
践
に
必
一
袋
な

資
器
材
の
助
成
を
、
総
織
紡
成

時
に
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご

活
用
く
だ
さ
い
。
助
成
資
胤
材
料
は
、

消
火
器
、
抱
線
、
テ
ン
ト
等
で
お

万
円
以
内
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
消
坊
本
部
で
は
、
防

火
・
訪
災
窓
脱
会
高
め
災
害
め

な
い

ず
る
婦
人
を
対
象
に
し
た
「
詩

人
防
火
ク
ラ
ブ
」
の
発
込
に
向

け
数
備
を
潜
め
て
い
ま
す
。

1990年代は

(国際防災の10年です。

M

M

の

広

報

紙

は

再

生

紙

を

護

用

し

て

い

ま

す

10丹の第 2水曜日は「国瞭訪災の日j

対及対三色男教イえ五iえのょι基/，.公示、屯よ下
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がけ付近の~建築物1b

1991. 一一、=

(狭臨道路と

。.
4均第811号

カを

建
築
基
準
法
や
県
条
例
で
は
、
皆
さ
ん
ガ
安
全
で
、
快
適
な

生
活
ガ
送
れ
る
よ
う
、
建
誕
巳
つ
い
て
様
々
な
婦
問
ガ
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
ム
コ
回
は
応
聞
週
一
路
」
と
「
ガ
け
伺
近
の
建

築
物
L
巳
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
写
。
建
築
行
政
巳
対
す
る
市

民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

狭
一
郎
道
路
一

狭
限
道
路
と
い
う
一
言
葉
を
聞
い

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。
狭
路
道

路
と
は
、
建
築
基
準
法
に
該
当
し

な
い
よ
う
な
狭
い
道
路
の
こ
と

で
、
師
長
が

4
U未
満
の
も
の
を

い
い
ま
す
。

建
築
基
準
法
で
は
、

4
M
以
上

道

路

図 1

冒
白
内
宙
実
也
伺
w
r
J

Lμ
ィ

ぷ糾

花
、
手
芸
、
短
歌
、
俳
句
等

*
演
一
一
官
会
(
日
目
)
舞
踊
、
民
謡
、

歌
謡
曲
、
手
品
、
浪
曲
、
寸
劇
な

と

F笥・
無霊雷鶴騒寵墨

参
加
者
募
集

V
日
時

9
月
ロ
日
(
木
)
、
日

白
(
金
)
、
日
日
(
土
)
、
午
前
9
時

加
分
か
ら

V
場
所
つ
つ
じ
荘

V
内
容
*
展
覧
会
(
ロ
日
i

M
臼
)
絵
画
、
番
道
、
写
真
、
生

*
囲
碁
・
将
棋
大
会
(
比
日
)

V
対
象
市
内
在
住
の
印
歳
以

上
の
方
及
び
老
人
ク
ラ
ブ
会
只

V
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

老
人
ク
ラ
ブ
会
員
は
会
長
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
一
般
の

方
は
、

8
月
初
日
(
金
、
必
活
)

ま
で
に
ハ
ガ
キ
で
我
孫
子
1
8

5
8市
役
所
高
齢
者
福
祉
課
宮

(部

)
1
1
1
1
内
線
3
1
3
へ

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

の
道
路
に
接
し
て
い
な
い
敷
地
に

は
、
建
築
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

4
M川
未
満
の
道
路
に
接
し
て
い

る
敷
地
に
建
築
す
る
場
合
は
、
道

路
の
中
心
線
か
ら
2
訂
後
退
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
(
図
1
)
。

道
路
の
中
心
線
か
ら
2
灯
ず
つ
後

退
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
道
路
の

幅
員
を
4
幻
に
し
て
い
く
わ
け
で

す
。
こ
れ
は
、
か
建
築
基
準
法
第
位
条

第
2
項
。
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
場
合
、
後
退
し
た
敷
地
の

所
有
権
は
、
あ
く
ま
で
も
そ
の
土

地
の
所
有
者
に
あ
り
ま
す
。
所
有

権
が
奪
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

車
社
会
と
い
わ
れ
て
い
る
現
在

で
は
、
よ
り
広
い
道
路
の
ほ
う
が

生
活
す
る
、
つ
え
で
便
利
で
安
全
な

も
の
。
狭
い
道
で
は
、
救
急
車
や
消

防
車
な
ど
の
緊
急
車
両
が
通
行
で

き
な
い
と
い
う
こ
と
で
も
わ
か
り

ま
す
。
関
係
機
関
か
ら
は
、
緊
急
車

両
等
の
大
型
佑
に
よ
り
4
灯
帽
の

道
路
で
も
狭
い
と
い
う
申
し
入
れ

が
あ
る
状
況
で
す
。

のが

建け

築付

物近

千
葉
県
建
築
基
準
法
施
行
条
例

第
4
条
(
が
け
付
近
の
建
築
物
の

敷
地
等
)
で
は
、
が
け
付

近
の
建
築
に
つ
い
て
規

制
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

が
「
が
け
条
例
」
と
い
わ

れ
て
い
る
も
の
で
す
。

こ
の
な
か
で
、
が
け
は

地
表
面
が
水
平
面
に
対

し
初
度
を
超
え
る
角
度

を
な
す
硬
岩
盤
以
外
の

土
地
で
、
高
さ
2
M
を

超
え
る
も
の
と
定
義
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
土
地
の
上
端
や
下

第34回我孫子市文化祭を10月19日(土)から11月17日(日)ま

での期間で行います。下表の内容で作品を募集しますので、

ふるってご応募ください。締め切りは 8月31日(短歌は1日月

5日、俳句は10月10日)で、作品には住所、氏名、電話番号

を明記してください。なお、日程、会場の都合で定数になり

次第締め切ります。=教育委員会社会教育課=

端
に
居
室
の
あ
る
建
築
物
を
建
築

す
る
場
合
に
は
、
安
全
の
た
め
に

き
め
ら
れ
た
距
離
を
確
保
す
る

か
、
安
全
な
擁
壁
を
設
置
す
る
こ

と
な
ど
が
き
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
例
は
次
の
と
お
り
で

す。〈
具
体
例
v
i図
2
参
照

や
例
1
が
け
の
高
さ
が
4
M
M

で

が
け
の
上
端
に
建
築
す
る
場
合

本
規
制
の
範
囲

1
・
5
×
4
M

(
H
)
1
6
M
 

が
け
下
端
部
分
か
ら
6
M
離
し

図2
規制の範囲

た
距
離
(
①
の
距
離
)
を
確
保
し
て

建
築
物
を
建
築
し
ま
す
。

や
例
2

が
け
の
高
さ
が

4
M
で

が
け
下
端
に
建
築
す
る
場
合

本
規
制
の
範
囲

2
×
4
幻

(H)

H
8
M
 

が
け
上
端
か
ら

8μ
離
し
た
距

離
(
②
の
距
離
)
を
確
保
し
て
建
築

し
ま
す
。
な
お
、
き
め
ら
れ
た
離
れ
距
離

を
確
保
で
き
な
い
場
合
は
、
。
建
築

基
準
法
第
関
条
。
に
よ
る
工
作
物

(
擁
壁
)
の
確
認
を
取
得
し
て
、
安

全
な
擁
壁
を
設
託
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

V
問
い
合
わ
せ

建
築
指
導
説

千
葉
労
働
基
準
局
で
は
、
昨

年
「
外
国
人
労
働
者
相
談
コ
ー

ナ
ー
」
を
設
置
。
専
門
の
相
談
貝

(
英
語
に
よ
る
相
談
も
可
)
が
、

外
国
人
労
働
者
や
そ
の
使
用
者

な
ど
か
ら
の
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。
賃
金
や
労
働
契
約
な
ど

の
問
題
で
お
困
り
の
方
は
、
ご

児
9
月
刊
日
ま
で
に
提
出
を

童
現
扶
況品
届き

はム
お:ユ
の早
目
に

手
続
き
を
し
な
か
っ
た
場
合

は
、
引
き
続
い
て
受
給
す
る
資
格

が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

V
提
出
期
限

9
月
四
日
(
火
)

V
提
出
場
所
児
童
保
育
課
児
童

家
庭
係
な
お
、
支
所
で
も
次
の
回
程
で

出
張
受
付
を
行
い
ま
す
。

利
用
く
だ
さ
い
。

相
談
費
用
は
無
料
で
、
秘
密

は
回
く
守
ら
れ
ま
す
。

V
相
談
日
時
毎
週
火
・
木
昭

目
、
午
前
日
時
か
ら
午
後
3
時

V
場
所
千
葉
労
働
基
準
局
監

督
諜
(
千
葉
市
松
波
3
の
江
の
3
)

宮

0
4
7
2
(
日
)
5
2
1
1

V
出
張
受
付

。
湖
北
台
支
所

8
月
お
臼
(
水
)

午
前
9
時
か
ら
正
午

。
湖
北
支
所

8
月
お
臼
(
水
)
午

後
l
時
加
分
か
ら
4
時

。
布
佐
支
所

8
月
四
日
(
木
)
午

後
1
時
加
分
か
ら
4
時

V
持
参
す
る
も
の
①
「
児
童
扶

養
手
当
現
況
届
」
の
用
紙
②
児
，

宜
扶
義
手
当
証
書
③
印
鑑
④

対
象
児
宜
の
属
す
る
世
帯
全
員
の

住
民
票
の
写
し
⑤
平
成
3
年
1

月
2
B
以
降
に
転
入
し
て
き
た
方

は
、
前
住
所
地
か
ら
児
童
扶
養
手

当
用
「
平
成
3
年
度
分
所
得
証
明

書
」
を
と
り
ょ
せ
添
付
し
て
く
だ

さ
い
。
V
問
い
合
わ
せ
児
童
保
育
課
児

童
家
庭
係
官
(
邸
)
1
B
A
l
l
-
内
線

つd
バ
せ
門
Ja

部 J門 規 条 内申込方法 申 込先格......~....... ~牛
lト

1，千三
'i[e話かハカeキで。

宮本瑛夫

ひとり 1作品。展示しやすい作品 白山 1-10-29
大きさを明示

まま(84)5837 

金 ι犠ψ 
'芯話かハガキ(作

馬場!辰雄

gffz明記)で
天王台 3-11-18 
まま(82)8891 

洋町ラJ山VシJ 

小企工E 久

s8:1E株 i1l訴かハガキで 中1{戸1739-9 
合 (82)0702 

写~、jぺ年
四つ切り以上金紙まで。なるべくパ 小穴信俊

ネル張り。作品裂に住所、電話番号、 電話。作品は持参 手、子 1-11-11

氏名、題名を明記 まま(82)3788 

書 eγh道λ 

①軸装きfHul紙半切以内
ハガキに規格、足立

n.c) h;j 光夫
②積額装雅11lJ紙半切2分の l以内。

名、訳文明記
*11汀 4-15 

作品自由。必ず表装 まま(82)8225

長時:
中野次男

電話で ιtJ峠1747-1
合 (88)1791 

民みふがり禽%、
鳥田節子

一曲5分以内 電話ーかハがキで *'1<1-1-18 

2 
まま(83)2126 

i漣 石原町子

個人は 5分以内。団体は10分以内 電話かハカ・:l(-で 白山 1-29-2 
まま(82)0161 

J口代 高 橋美代子

洋舞 団体もしくは個人で10分以内 電話かハカeキで 栄 9-22 
まま(82)1743

将ぷ州戦ムぃ弘吟ち〉一 米 野尚三

個人で2分以内 ハガキで 中里295

ふ争下
fi(88) 1243 

語実義号弘待

小太刀治雄

電話で 寿 1-4-5
まま(82)3653 

戸 ひとり 1曲。カラオケテープを用意
阿部 斗ムぬド

歌絡幽
すること。(8トラ不可)

電話かハグキで 湖北台 8-9 -15 
fi(88) 8046 

宮崎健七
一一崎、l

.="::<鴎 一般参加の社中は l曲5分以内 ハカ・キで つくし野 1-14-18
~ まま(82)4880

弓グ 題 秋たけなはJrなでしこJr秋惜 染谷 明

俳句 しむ」各一句。計3匂をハグキに記
作品に参加賀を添

下ヶ戸285
;守マ也、 それ 入。参加賀1000円

えて
まま(82)4441 

い之 3 [IJ 本1z太

短"が歌
未発表1首(題自由)をハガキに記 作品に参加授を添

並木6-8-9
入。参加費1000円 えて

合 (82)8408 

児
童
扶
接
手
当
の
現
況
届
の
受

け
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。
児
童

扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る
方
(
母

子
家
庭
等
)
は
、
「
児
童
扶
養
手
当

現
況
周
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
屈
け
は
、
受
給
者
の
所
得

の
状
況
、
児
宜
の
養
育
状
況
を
確

か
め
、

8
月
分
か
ら
の
手
当
の
支

給
を
決
定
す
る
も
の
で
す
。

ぷ熔
τ主導

ナ
門
前
同談

のご郡摺惑を

V募集作品の内容

額一



fI). -'~ 

議 主義811号

と其拡生

一一、=

f警
明、

(3)岱91.8.16

手賀沼津{むを替える市民講座

直

つ

E
L
4
j

炉、

i

ミ
ノ
ヨ
a

f
診

し

か
一
畠
離
れ
者
r
e

さ

U
J
5不
同
一
望
一
へ
だ

れ
子
い
い
合
一
…
大
岩
ぷ

C

紙
器
(
建
一
議
川
で
h

m斜
、

会

一

漫

い

古
川
、
民
コ
ミ
ャ
お

8

市
料
ぃ
へ

-
一
銭
場

所

場

会

場

入

接

E手重 : 
附噌

何人閥均

し
ば
し
ば
。
「
ち
ょ
う
ど
鰐
じ
域
、

お
父
さ
十
ん
が
会
社
の
社
員
教
育
で

級
場
レ
ク
を
し
て
い
た
ん
で
す
。

夫
婦
で
再
じ
話
題
が
持
て
て
、
ず

い
ぶ
ん
臨
ま
さ
れ
ゆ
ぶ
し
た
」

レ
ク
リ
エ

i
シ
ョ
ン
と
ひ
と
口

い
い
っ
て
も
幅
広
い
が
、
成
政
…
は

「
遊
び
」
。
大
人
る
子
供
も
障
害
者

す
か
ら
鳴
子
氏
沼
は
、
人
々

惜
の
場
、
恕
い
の
場
と
し
て
縦
し

ま
れ
て
き
蕊
し
た
。

し
か
し
、
昭
和
記
年
代
か
ら
関
川

辺
の
急
述
な
都
市
佑
に
仰
げ
い
、
認

の
汚
れ
も
部
組
成
約
は
進
ん
で
き

ま
し
た
。
今
も
不
名
品
せ
な
が
ら
汚

溺
成
ワ

i
ス
ト
ー
の
記
叫
仰
を
続
け

て
い
ま
す
。

市
と
(
財
)
山
階
お
類
研
究
所
で

は
、
ヂ
仰
は
初
出
再
生
の
逃
を
探
る
た

め
、
市
民
と
行
政
が
共
に
考
え
る

場
と
し
て
、
「
手
町
民
沼
浄
化

合
考
え
る
市
民
説
経
い
を

行
っ
て
き
中
ぶ
し
た
。
こ
の

議
織
も
今
年
で
4
回
目
。

円
仲
間
、
各
地
で
域
境
静
化

活
動
を
地
道
日
付
制
げ
て
い
生
の

今
回
辻
、
原
点
に
か
え

「
乎
筑
協
合
知
る
」
こ
と

主
眼
に
、
手
交
混
と
深

い
か
か
わ
り
の
あ
る
方
々

を
総
料
は
招
冬
、
下
表
の

も
遊
び
心
が
大
切
で
あ
り
、

の
脱
皮
…
で
も
あ
る
。
指
場
最
峨

ス
ポ
ー
ツ
や
ウ
庁
|
ク
ラ
リ

i
な

ど
の
レ
ク
り
ふ

i
シ
ョ
ン
材
料
を

総
供
し
、
そ
の
中
か
ら
忘
れ
か
け
.

て
い
た
遊
び
心
、
ひ
い
て
は
生
き

が
い
を
見
つ
け
て
も
ら
え
る
よ
う

手
助
け
を
す
る
。
い
わ
ば
議
予
約

鶴間本レクリヱーション協会

上経指導者試験に合接した

鷹皆たゑこさん
〈新木)

可V字覚沼浄化を考える市民講~1;3程

9 tl218 ! 8月31B 8 tl24段

{之土)j{土)

ら 時

の
水
鳥
を
守
る
に
は

4 

子
資
認
を
覚
、
え
て
初
年

カ通

の
水
質
浄
化

i
き
れ
い
な
水
を
と
り
も
ど
せ
る
か

i

E寺2 f灸

の
植
物
の

i
水
の
浄
化
に
役
立
つ
謡
物
|

手
賀
沼
の
今
昔

ー
チ
災
滋
沿
岸
良
漁
民
と
ヂ
質
問
偽
と
の
係

わ
り
と
そ
の
歴
史

i

ていめきが し人的ねでらといと倒見参存 そこ葱工 ; 
く」あ生進そいで盟。ゃれのる活ち怒在 竺軍一一 j 
れとるきむしともでおつるはご箆~だ 瞳せ幽欄 i 

マ計弓町f3132i汗持軍軽;
鉢 く地、 入こ得た。ふとる Zい、 警
っと、城高 はのらんだれお人んかレ 色調 ; 
ぽ℃ふの齢 感喜多れですあしが生畠ク ぷ嘩削 ; 
くいれや化 じぴなしりいて数きち 22鴻 陸ニ ; 
掛さあで枇 てをいよ今が、若手生-~動 喝翻翻 6 

け~ !P/，J 

っ たい生会 誌ー私うま待人くさ、に

暢ゆゆ-------......ゆゆ噌，....，_#__.-.，..ゅ------"'-砂ゅ~-~---.，.------_._----・._-ゆ咽._.岨.._-，-，，_..ゅ.._---_.>

つ
の
問
的
に
向
っ
て
行
部
e

っ
た
あ
と
、
参
加
殺
の
中
か

ら
ま
た
一
例
か
や
ろ
う
と
い
わ
れ
た

持
が
最
高
得
つ
れ
し
い
」
と
醤
令

織
や
か
す
。

今
年
の
2
月
に
(
滋
〉
門
防
本
レ
ク

リ
エ

i
シ
ョ
ン
協
会
上
級
指
導
者

の
試
験
会
受
け
、
見
事
に
合
格
ブ
金

額
3
7
2名
の
上
級
指
磯
殺
の
仲

間
入
り
を
来
た
し
だ
。

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
の
出
合

い
は
、
昭
和
田
年
。
子
ど
も
A

抑
制
の
役

員
と
し
て
、
子
ど
も
越
を
指
導
す

る
に
は
、
'
随
分
で
レ
ク
リ
ヱ
一

i
シ

蕊
ン
が
で
き
な
い
と
い
け
な
い
と

思
い
勉
強
会
は
じ
め
た
。
以
後
、
持

ち
前
の
級
収
カ
、
一
行
動
力
で
力
会

つ
け
る
。
し
か
し
、
悩
ん
だ
こ
と
も

今立

iv 、
独
立
し
た
形
で
組
ま

れ
て
い
ま
す
の
で
、
部
分
の
つ
く

説
経
だ
け
へ
の
拳
加
で
も
結
構
で

ナ
。
お
筑
較
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
a

v問
い
合
わ
せ
市
域
域
保
全
謀
、

(
財
)
山
路
ぬ
矧
研
究
所
京
報
室

官

1
1
0
1

くらしの「

ミニ夜科J

移務量r
磁多24

一
般
に
冷
凍
食
品
、
と
は
、
能
同
中

な
認
程
で
食
べ
ら
れ
る
よ
う
前
処

理
し
て
か
ら
?
イ
ナ
ス
mw
度
以
下

で
急
逮
凍
結
し
た
も
の
で
、
包
装

し
、
マ
イ
ナ
ス
出
版
以
下
に
保
た

れ
て
い
み
も
の
を
い
い
ま
す
。

冷
凍
食
品
は
、
忙
し
い
主
総
に

と
っ
て
は
、
ど
れ
も
滋
宝
な
も
の

で
す
が
、
衛
生
的
で
鮮
度
が
保
た

れ
て
い
る
鶴
田
国
で
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
G

家
絡
め
冷
城
間
中
で
保
存

で
き
る
期
間
試
、

2
1
3
か
月
経

選
ぶ
と
き
の
主
な
ポ
イ
ン
ト
は
、

次
の
ど
お
り
で
す
。

①
冷
凍
ケ
ー
ス
誌
は
偶
成
…
討
が
付

い
て
い
る
の
で
、
マ
イ
ナ
ス
路
度

以
下
に
保
た
れ
て
い
る
か
な
儲
認

し
、
ケ

i
ス
内
は
つ
け
ら
れ
て
い

る
ロ
ー
ド
ラ
イ
ン
(
こ
れ
以
上
初

ん
で
は
い
け
な
い
線
)
以
下
に
線

制
約
さ
れ
て
い
る
か
も
硲
認
す
る
。

@
た
た
い
て
、
カ
チ
ン
と
い
う
く

ら
い
の
踏
さ
の
も
の
を
選
ぶ
。
を
選
ぶ
。

φ
誠
の
山
内
側
闘
に
霜
が
あ
ま
り
若
い

vm凶
い
合
わ
せ

て
い
な
い
も
の
を
潜
心
。
(
認
は
檎

国

長

久

(
跡
的
・
山
路
鳥
類
研
究
所
長
)

秋

谷

半

七

〈
減
汚
文
学
研
究
家
〉

本

敬

之

助

(
弘
次
質
保
全
研
究
所
第
3
研
究
浴
災
)

斉

吉

永

氏

〈
県
文
北
財
保
縫
協
会
評
議
員
)

移譲

~~ 

選

び

方 氏

躍笹空
き
地
、
涼
っ

動
物
の
尾
に
鉱
た
受
敬
の
あ

送
中
、
保
存
ゃ
に
粗
皮
が
上
が
っ

て
、
一
度
漆
げ
た
水
分
が
一
持
議
給

し
た
も
の
)

磁
担
し
て
い

な
い
も
の
。
(
破
れ
て
い
る
も
の

は
、
衛
生
蔀
で
も
心
配
な
の
で
避

け
る
)

保
存
方
法
、

法
な
ど
が
表
示
さ
れ
て
い
る
か
線

認
し
、
特
は
、
制
途
年
間
月
白
は
よ

く
兇
て
殺
し
い
ち
の
を
選
ぷ
。

-
J
A
S
?
!
ク
付
き

市
民
生
活
課
潟

惨期日

(日)

診会場湖北合中央公滋

~I:I:IJ&・出底料 l箆濁(関口約2:;;:) 

3000円、電気コンセント(1鍛)20∞円

惨取し込み・問い合わせ 81131日(こと)

までに産業まつり笑行委員会平安まま

(83) 5200へ

1OJ:! 20 8 (日)雨天の場合278

る
エ
ノ
コ
口
グ
サ
の
認
を
よ
く
見

か
け
る
。
エ
ノ
コ
ロ
グ
サ
は
「
犬
の
?
?
卒
」

の
意
味
で
、
そ
の
抑
制
が
犬
の
見
に

似
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
い
う
の

誌
名
で
「
狗
段
取
」
と
い
う
が
、

狗
は
イ
ヌ
の
こ
ど
で
あ
る
。

英
名
で
は
誕
の
尾
に
見
立
て
て

ホ
ッ
ク
ス
テ
イ
ル
グ
ラ
ス
と
い
う
。

ま
た
「
猫
じ
ゃ
ら
し
」
と
も
い
う

サタ
科)(い

ネみ
な
さ
ん
が
い

観
察
し
て
い
る
自
然
の
小
遣
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。
通
学
路
や
公
路
、

涼
っ
ぱ
な
ど
ど
ん
な
場
所
で
も
、

ど
ん
な
苧
節
マ
も
O
K
e
み
ん
な

の
ず
で
き
な
箇
然
の
小
選
を
紹
介

し
て
く
だ
さ
い
。

作
品
の
作
り
方

。
向
時
然
観
察
路
マ
ッ
ブ
(
給
地
図
)

観
察
路
や
そ
の
ま
わ
り
の
自
然

の
よ
う
す
を
絵
の
ぐ
、
色
、
え
ん
び

つ
、
写
真
な
ど
で
難
し
い
総
諮
問
出

に
し
て
く
だ
さ
い
。

ー
、
紙
は
ち
3
服
ぐ
ら
い
の
大
き

ね

が
こ
の
聴
で
子
総
念
じ
ゃ
れ
さ

せ
る
の
に
都
合
が
よ
い
の
で
い

う
の
だ
ろ
う
。

エ
ノ
コ
ロ
グ
サ
の
仲
間
は
は
、

穏
が
紫
色
そ
し
て
い
る
ム
ラ
サ

キ
止
ノ
コ
ロ
や
、
初
仰
が
金
忽
め

々
ン
エ
ノ
コ
ロ
、
大
型
で
や
や

花
期
が
遠
い
ア
キ
/
ぶ
ノ
コ
ロ

グ
サ
な
ご
が
あ
る
。

ま
た
、
海
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へ
持
く
と
、
小
型

で
地
面
を
は
う
よ
う
に
広
が
る

ハ
ザ
ぷ
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コ
ロ
が
あ
る
。

エ
ノ
コ
ロ
グ
サ
は
子
供
の
滋

ぴ
穏
4
?
と
し
て
品
開
か
ら
綴
し
ま

れ
て
い
る
。

ね
こ
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ゃ
ら
し
へ

て
い
く

ぷ、

tL 

一
一
一
山
使
鶴
子

写
真

さ
と
し
、
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は
な
ん
で
も
よ
い
0

2
、
躍
の
…
…
設
さ
は
約
1
1
2
キ
ロ

幻
(
続
出
吊
し
な
が
ら
歩
い
て

1
1

2
時
間
同
)
織
成
と
し
、
楽
し
い
タ

イ
ト
ル
を
つ
け
る
。

3
、
道
の
途
中
に
観
鱗
撤
収
…
を
小

学
生
は

S
か
所
、
中
・
高
校
生
は

ぬ
か
所
く
ら
い
作
っ
て
、
渉
く
方

向
を
吋
印
で
し
め
ず
。

4
、
付
近
の
時
閣
を
入
れ
る
0

0
解
説
文

，
自
然
観
察
の
た
め
に
ま
わ
り
の

よ
う
す
や
見
ど
こ
ろ
を
わ
か
り

や
す
く
説
明
し
て
く
だ
怒
い
。

ー
、
観
察
路
の
全
体
の
説
明
会
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よ
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め
切
り
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初
段
(
金
・

当
日
消
印
有
効
)

V
応
部
先
・
問
い
合
わ
せ
作
品

に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
学

校
名
、
学
年
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詑
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抵
然
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国
立
公
鴎
協
会
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)
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へ



(学童保奇襲指導質|
放課後の子ども還を遊びゃ行事

等を還して指蒋してくれる方そ求

めています。

P募集クラブ名 だけの子クラブ

坂巻まま(87)0037、ひかりクラブ吉

岡公(88)2454(いずれも夜間〉

a 広司3 
戸 矛メメ(.Iリ)方力力ιシ-口
駆按ののt 秋零?分分ミ:ふげ宅症ぎJ頚'i~J柑せ:

'惨惨受f伺寸期間 g月 2由〈月〉から7

日〈工〉さ該長で

炉実施英語鱈 9J月9日〈再〉から20

日〔金〉ぎで〈土曜・休81芯除く〉

~E与し込み・問い合わせ を担レ込

みは自治会主義むとし、部緩を持参

のうえ、公園緑地諜へく築資j震は鈎

治会で魚箆〉

※実提方法は春季とi弓様で濃惑か

らお叡ヂちとなります。忽あ、小Z思摂

霧器の無料察しとおしも行います。

zす之引か家涯教!
「地ザ露三子入膏マにで今

筑!足惑から少年期の家媛毅湾iこ

欝する器援組該部すいを安宅r"
b類自・場所 9月20出〈金〉絡橋

由央公民鑓、号時24巴〈火〉訟戸稽

愚人会舘、叩月号日〈火〉涜w市北
部公畏龍

b対象乳児題から少年期までの

子どもをもっz
~窃接持問午前10詩から正午、

午後T時から3開30分

惨申し込み・問い合わせ各部権

関や保湾所、導役湾議総会!こ配布さ

れている策内リ…フレット f挺顔

がうれしし¥.Jの刷り込みハ汀キlこ

lJ)!，¥祭事演者を飽入霊長たは穏舗で8月

初日撲で!とニド策市中央4の惜の28
県社会教精練校0472(23)4072へ

特別.8. 16 (ヰ)

策境保

Nγγで!;:J::、現夜市内のお家鹿

震窓話機の口一ゼツト

〈鰭穏機コ…ドと配織の媛椀部分〉

老若新しい援し52':.み式汐ヤツク!と取

り換える工事後無料で設施してい

憲懇!湾銭祭出塁警の方はご漂絡を。

少逮絡先 部立やままく82)8050

⑧委参⑧
。パチンコフラミンゴ様〈つくし

野〉から間務yザ…ズホ…ムひま
わり繍にとビデオデッキT台の寄

贈がおりまし芝。

。宇都耕一様〈若訟〉から身体障答

者福祉センターにとっーブ己T式
の寄贈ガありました。

はご篠銭〈支ざささい。

炉鰐い合わせ 久iγγ総務子営業

務まま(82)11鉛ヘ

ル綬周無料

砂配布場所・問い合わせ

全線公警察対策慌

<r法徐稽Z笠間市民柊談室9:00ti'ら先着1(侶程度

22木

16判明日間町-15:00伊
....li溜富2怒盤宇潟l3~鍛提忽撚絞寿市E箆完セシタ一9位:30-1竹1:30
"'"少年の日1γ 

だ炉建尊重霊祭湾総絞=rn良穏銭室10:∞-15・00

1L9 

2Jl水

20火

E 
市内公舗の捺章'認定などの作

業をそ手缶ってくれる方を募集しま

す。

炉勤務持閤 午筒8詩担分から午

後5蒔くこと穫は午後O時特分まで〉

炉策金 8結6200向〈通勤手当は

5.3U途支結、需給体鞍育〉

砂採鰐鶏関 9 Fl1 81.J'ら平成4

年3月318

~$し込み・関い合おせ霊祭、窓

菱重懇・建康診断惑を公密緑地譲去

趨銭へ持参してください。

11ドミントシづくしクラフ重:
沙綴習邑毎遊木議芭〈午後7詩

から号跨〉

砂場所我孫子中学模体育鑓

韓併会費 用500円

》癒し1合わせ 翠乙女まま(82)4874

1自公浩正乙会 Jメ知 ι 抗j
Jソフドボール大会参加者五

砂日時 8月258(巴〉午言iJ8時30

分受悼、 9時試合開始〈雨天の場

合、 9用 8包〈巴)1こ順延〉

帳場所市民体育舘野球場および

湾川数野球場

険定員先着16チーム什チーム

18名以内として女性も含む〉

炉参加費 Tチーム5000円

砂申し込み・問い合わせハガキ

まだは電話で代表者の住所、氏名、

電話番号を8月四日〈火〉まで!こ湖

北台5の怖のT高濃照男恋(88)

8535へ〈妥演をお送りします〉

流計出青年のふ家
ビデオ授箭〈上競〉講康生

tlo-Jお自 9月78(土〉から8白〈目。

T沼2巴

診場所県立深山湾:EFo家
伊丹容 き毒薬「編集のだめo素材、
シナIJオ作りJ実習「テープ鴇繁J

'対象 学技毅欝員、主士会教湾筋

設華委員、湾少年母体グループの指

導者および惑授生以上の湾少年

少定員 20名

炉参加喪 2000p::j(食費3金、シー

ツ洗濯代、記念写楽代等〉

炉寧し込み・脅し1合おせ g用2
8(号〉までに諌山湾まとの家小燃

H(59)2004ヘ

教育委員会開催
砂日時 8用27日〈火〉午後T

時30分
炉場所教筒委員会会議室

炉問い合わせ教育委員会総

務課

一一‘l 、-

;時職

乙i:t-4局

陪信f
ItD日

市民!!XMトポーj以会
惨照的 Q悶8日(8)，'15臼〈臼〉

砂犠所

炉導参加療 Tチーム3000円
惨申し込み・問い合わせハ汀キ

!とチ…ム名、男女別、代波容の住

所、氏名、掲諮替を善後明記し、 8月

初日(:t'1邸機〉訟で|こ古伊叩O小

野箆勝公(88)1302霊長2さは中恩40t曾

開策怨(88)1454へ

ん
J
川

ゃ

い
U

'
円
札
h

み

4
4
4
A
'

切
よ
、

み
品
品
川
時

ぺ
部
川
げ

刊
闘

平或3年3月?日現在 *官帯数39，
人0121，823人莞61，128人女60，関5入
要参市役完寺本庁 85-竹竹 運勢市民~議委鑓本認84…1110 湖北台
@つくし野支所 84-8801 分露87-3055 お俊分鍛89-1311
@溜花台支摂 88-0828 務鈴e:'i:I霧器 87棚0909
場審主張ゴ乙支所 88-2111 務怒務改造考察務銃器…117守
@布佐支所 89-2358 鯵身僚懇答者怨役センター 88ω0141
③教育愛員会 85一行51 ③あらを君臨 88…4188
@水道題 84-0111 ..つつ U 蕊 88-0123
@消 防 響 84-011号 塁審生活環境諜〈浄化緩)87ω2379
@少年センター 84-1900 (ゴミ)87-0015(し段)88-25ヰ7
@深健センター 87-1131 毒事布佐湾近燐センタ… 89-3740
@市民会舘 84…3311 .災支台泌近綴センター 82-9988
@中央公民舘 82-0515 毒事筏戸近隣センター 83-5363
@鳥のi等物謹 85-2212 理署出民センタ… 努83-7722 滋北

鑓 87一竹田 台88-9927 干狩佼部-1193

2~金

世法律相絞沼市民穏談窓9:∞から先着旬名程度
vつつじ涯休館21火

8
月
額
欝

砂臼時 9用188(7Jく〉午前切符30
分から午後3B等〈侵食惜〉

惨場所爽蕊鏑合i笥jす禽〈松戸市〉

炉内容 これからポラシティヌフ活

動そ始める人のだめに〈受講熊料

先議100名霊安で〉

少悲惨レ込み・問い合わせ 電書きで

9 舟竹田(7J<)~売で忠実蕊館認す社

会議役麓まま0473(81)211ヰヘ

<T~苦要望生活相在員=市民穏談室10:00-15:∞
ぽr'):')レコーJレ家族書究室=天王台湾年宣引3:30-16:00

f 市民隠緩館休館

『国民主F命保険料納期限=o~lI.置欝臼

29木|
診8水

~~金

~Jl土

務………轟………
ω

…………………………

第沼紛こヤンクミユー:V'Yヲ
フヱスティ li?必

要l恒例、ヤングミユーヲックフ

エスティ/むしを8用情自〈日〉鶴

催します。今回!法、地元出身のメ

シパーを中山iこ、 2月ロメジャ

)デビューを架乏し乏しADIES

ROOMをスペシャルゲスト!こ

迎え、市内の選りすぐりのフフマ

バンドを揃えての開催です。

b巴時 8月18白〈日〉午後T時

開場

~場所市関会鍛

炉入額料 無料〈怒潔喜怒ガ必要〉

診霊譲渡喜怒配布滋所 数湾愛員会

砂鶴い合わt会 社会数奇諜まま

惨襲撃穣 鱗符簿弱答更生麗設d5ら

をさ綴の生活指穆箆

惨演待短・大卒以上でjむ理学系、

毅湾学系、社会学系を修めだ方、ま

2さは高椋本以上で2年以上矯待薄

弱替の箔枇lは関する事業に従事し

だ経験のある75

砂防し込み・問い合わせ

あらをき閥合(88)4188へ

ぃ太極拳教塗講蟻亙
平成3年度太纏挙教室を開講し

霊長9"太儲撃の初歩から練習し、健

康と仲間づくりをしませんか。

砂期間 9聞から竹開示での主に

傍月第1. 3土曜日午後T時から
3時 (6邸実路〉

砂定員 30名

険診加霊堂 1000円

が申し込み・陪い合わせハ汀キ
ふりが会

に住所・氏名・年齢・電話答壬き・教

室名を明記し、 8月318くこと・2滋ED
筈害賠〉まで{こ我孫子新田34中央公

課鑓太極拳係ままく82)出15へ

主要部霧警多数の場合ぽ、謡選を行

いS湾5El(木〉ぎで!こ透揺します。

電話で

第811号

昌也臼
1第、 26詔昭和fの演:軟i
ij叡とJ踊り喜重γの大金i
'日時 9問 T白〈臼〉午前11時

炉場所市民会舘〈入場無料〉

※あたのしみコ…ナーもあり滋賀ず

炉問い合わせ にっぽんの山そ飲

う会阿部まま(88)8046

第 2回民謡:連合!愈
:発表会話Jびコシクール
炉臼持 8再訪日(日〉午前10時間

演

帳場所市民会舘〈入場無料〉

炉問い合わ役 中野まま(88)1791

Iヌらじむ移動教室|
ヤクルトガどむよう!こ裂選され

ているか、さまだクソーニンクがど

のように行われているかそ箆学し

ませんか。

-B鰐 9J湾98(舟〉午諮89等部
分i'5Eミ会鐙寝室震主議集合、午後ヰ鰐

30分i'5民会欝鰐鮫

b見学先手議ヤクルト工場、沼

津会キ繁支Je5(千葉市〉

~定策 30名〈党議燦〉

b参部資無料

~$レ込み・鱈い合わせ

FS民生活課消資生活保へ

|根芦ふるさぎと祭りl
~B時 8舟羽田〈土〉、訪日〈自〉

午後5時から9時〈荷日関天の場

合は26自!こj綴延〉

ー砂場所 般戸近駒センター

炉内容踊り

頭等〉模擬居〈金魚すくい等〉

炉問い合わせ 恨戸地限定究ちづく

J協議会まま(83)5363

※駐窓揚が会場となりますので、

獲でのご来場はど渡殿くださ5い。

(説家通り部総踊大会!
b日時 8月羽田〈土〉午後 6持30

分から9時30分、 25日〈日〉午前10

時から午後f持祭礼、午後6時30

分から急時部分食鏑り〈路Eさとも

雨天の場合は、 8殉26日はJJ際底〉
砂場所祭脂広場

惨煙い合わせ怒8治会
主控室ま(85)02ヰ8

怒諮で

湾木敏


